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１.MICREX-VieW FOCUS Evolutionのご紹介

① 概要

② 特長

【特長②】独自開発のプラットフォームにより操作性、柔軟性、信頼性を確保

【特長③】国際標準規格 OPC UAに対応、上位や他社システムとの連携を容易化 システム
最適化

【特長①】スケーラブルなシステム構築で最小限の構成でパフォーマンスを最大化

【特長④】プラント操業を支援するオプションパッケージと連携し、
オペレータの負荷軽減や異常発生原因の早急な特定等を実現

システム
最適化

安定操業
支援

操作性
向上

安定操業
支援

操作性
向上

安定操業
支援

■ 常に進化を続け、柔軟なシステム構築を可能にする監視・制御システム
お客様からの改善の声を、タイムリーに、システム標準機能として実装
大規模・中小規模、中央監視・現場作業、様々な監視形態に対応
シンプルでわかりやすいユーザインターフェースと拡張機能で最適運用を追求

操作性
向上
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特長①最小限の構成でパフォーマンスを最大化

■特長
①現場ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ＋PLCの構成
②当社現場操作器で現場オペレーション
◆用途例
①計装盤実装の調節計からの更新
②小規模なボイラー設備
③多品種少量生産設備のタンク制御
④セメント受入設備など現場での監視操作

■特長
①小中規模向けにパソコン＋PLCの構成
②汎用パソコンを並列設置で信頼性確保
◆用途例
①コンパウンド製造制御
②セメント付帯設備監視制御
③高炉集塵遠隔監視

■特長
①大規模向けにクライアントーサーバ方式
②監視端末には24Ｈ運転対応のサーバを適用
◆用途例
①製鉄転炉制御
②清掃工場監視制御
③セメント製造制御
④食品製造制御

コンパクト計装
(現場操作器+PLC)

・同じプラットフォームで運用形態、求める信頼性にあわせ、さまざまなシステム構築ができます。
・小規模なシステム導入から改造・増設に応じて、資産を流用しシステム規模拡大ができます。

ＰＬＣ計装
(パソコン+PLC)

ＤＣＳ
(産業用ＰＣ+ＤＣＳコントローラ)
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特長①最小限の構成でパフォーマンスを最大化

・一つのシステム内でコントローラを設備毎にグルーピングし、ステーション毎に監視する設備を指定できます
・設備一つだけでなく、まとめて統合監視するステーションも作ることができます。

設備A 設備B

監視グループA 監視グループB監視グループC

設備グループ／監視グループ
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特長①最小限の構成でパフォーマンスを最大化
タブレットによる現場での監視操作
◆導入効果
①現場作業効率化 （ワンマンオペレーション）
・生産状況を確認しながら現場作業を実施
・中央操作室へのプラント状況の確認が不要
・タブレット携帯による現場での機器操作と動作確認
②問題発生時の迅速な対応
・タブレット携帯による現場でのアラーム監視
・問題発生にタブレットにマニュアルを表示し現場作業を円滑に実施

中央と同じ画認を表示

Ethernet

Ethernet

【現場】

監視端末
リモートサーバー

Wifiタブレット

【中央操作室】

バルブ確認

動力動作工程確認



6© Fuji Electric Co., Ltd. All rights reserved.

Windowsアプリケーションとの連携
・Excel等のOfficeやPDFのアプリケーション
・Web監視カメラアプリ 等
プラントを監視操作しながら外部アプリケーションを、
オペレータステーション上で表示、操作可能

・ユーザニーズから開発された豊富な種類の標準画面をラインナップ
・過去の監視操作専用マシン(DCS)で培った監視・操作機能を継承

特長②独自開発のプラットフォーム 監視操作機能

自社開発プラットフォーム

アナログ監視画面
アナログパラメータ調整
バッチトレンド、長期トレンド

ﾙｰﾌﾟ画面 トレンド画面

警報、操作履歴画面
・警報履歴と運転履歴を統合
・充実したソート機能
・アラームリンク機能

統合履歴画面 アナンシェータ画面

パラメータ設定画面
運用に使用する定数やタイマーを
一覧で監視操作

タイマ設定画面 定数設定画面

ＰＤＦ Office

Webカメラ
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特長②独自開発のプラットフォーム エンジ機能
 プラントの規模や産業分野に柔軟に対応できる「統合エンジ環境」の向上
 OfficeライクなUI操作とマルチエンジ、シミュレーションで新時代のエンジニアリング

統合エンジニアリングツール

I/O模擬

PG

SX IO
SX bus

SPH XCS3000

E-SX 2回線
XIO(二重化)
SX-IO

Ethernet(TCP/IP)

PLC適用
システム

DCS二重化
システム

ネットワーク構成 エンジ

コントローラ エンジ
HMI画面 エンジ

シミュレーション
標準テンプレート
標準ライブラリ

アプリ/TAG一元管理

リモート監視
グローバル仕様HMI

・アドレス/TAG自動設定
・画面アプリとの連動開発

・システム動作の机上デバッグ
・実機との混合シミュレーション

・誰でも使える標準UI
・簡単にカスタマイズ
・幅広く部品を活用

・ネットワーク設定の簡素化
・システム間のTAG共有
・ビジュアルな構成管理

・ブラウザで簡単利用
・どんな端末からでもアクセス

・アプリ版数管理
・マルチユーザエンジ

・工業値
・グローバル対応

顧客向け
パッケージ

業種別
パッケージ

操業支援
パッケージ

アプリパッケージ

・・・・

HEART
・仕様書から
自動作成
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特長④プラント操業支援パッケージと連携

◆リモート支援
●インターネット環境があればすぐに使えるパッケージ
●現場にいるかのような技術指導が可能

◆プラント運転支援システム
●作業の属人化をなくしプラント運転技術を伝承
●ムダや待ちを削減し、生産性の向上
●作業ミス防止による製品品質の向上

プラント運転支援システム、リモート支援、ソフトセンサ等の操業支援PKGと連携が容易
⇒ プラントの安定操業と品質向上を実現

◆ソフトセンサ
●離散データや計測できない数値をリアルタイムで推定
●オペレータの意思決定が早くなります（手遅れ解消）
●積極的に攻めた運転が可能（品質改善、省エネ）
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2.画面機能のご紹介
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2-1.画面機能（特徴）

パンズーム機能
ベクトル描画による画面の拡縮での
画質劣化が起こりません

マルチウィンドウ機能
複数の画面の同時表示、フローティングや
タイル表示など柔軟なレイアウトを実現

視認性の高いユニバーサルカラーとパンズーム機能やマルチウィンドウ機能により
オペレータの視認性・操作性が向上しています。

マルチウィンドウ(タイル)表示
(複数画面を並べて表示)

シングルウィンドウ表示

パン/ズームで画面の
局部を拡大表示

フローティングウィンドウを使った
自由なレイアウト
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アラーム表示ウィンドウ

主画面表示エリア

メニューボタンウィンドウ

名称 概要
アラーム表示ウィンドウ ｼｽﾃﾑｱﾗｰﾑ、ﾌﾟﾛｾｽｱﾗｰﾑ等が発生したとき、その内容を自動的に表示します。
主画面表示エリア 各画面やﾀﾞｲﾅﾐｯｸｳｨﾝﾄﾞｳの内容を表示します。
メニューボタンウィンドウ 操作項目ﾒﾆｭｰﾎﾞﾀﾝを表示します。

2-2.画面機能（画面構成）
警報音を停止

操作権限を設定
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2-3.画面機能（プラント画面）

様々なプラントに合わせた監視制御画面を構築することが可能です。
分野や御客様特有のパッケージやテンプレートを作成でき、リードタイム短縮と品質向上を実現します。

FullHD対応の視認性の高い新しいプラント画面を作成可能です。

ワンクリックでフェースプレート
を呼び出せます。
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2-4.画面機能（TAGメニュー画面）

登録TAGとそのグルーピングの一覧画面（最大128TAG×32ページ）
計測値による警報発生の有無も一覧で確認できます。

グループ名称のクリックでグループ画面を表示します

各TAGNo.のクリックでループ画面を表示します
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2-5.画面機能（グループ画面）

1ページにつき最大8点まで計器を登録し、監視操作することができます。（最大384グループ）
札掛け（操作禁止、操作注意）、オンライン割付（計器登録）機能で高い操作性と柔軟性を保有

オペレータが操作しやすいように、計器を
自由に割り付け、位置調整が可能です

札掛け設定により計器の誤動作を防止します
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2-6.画面機能（ループ画面）
リアルタイムトレンドを確認しながら調節計のパラメータ設定や操作ができます。
オーバーライド機能で保守中の計器の計測値を模擬することでプラント運用を継続します。

各種計器にオーバーライドが可能です

PID計器はパラメータオートチューニング
機能が搭載されます

関連計器の割り付け可能です
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2-7.画面機能（統合履歴画面）
オペレータによる操作履歴と機器の動作履歴、警報の発生/復旧が時系列で監視できます。
発生中や種別での警報ソート機能、不要なアラームの活殺機能等のアラームマネジメント機能を標準装備
CSVファイルに外部保存もでき、保存期間は保存媒体の容量を超えない範囲で任意に設定可能

必要に応じて警報の一括確
認と選択確認が可能です

警報履歴の統合表示/個別表示が可能
⇒マウスワンクリックで発生中アラーム，
 イベント，操作履歴へ切替が可能です

不要な警報がオンラインで
の活殺/復活も可能です

フリーテキストで警報の検索が可能です

警報データのCSVファイル保
存が可能です
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2-8.画面機能（トレンド画面）
1ページにつき8点までのトレンドを監視可能です。（最大128枚）

トレンド表示期間中の警報
を絞り込んで表示します

トレンドペンが自由
に割り付けられます

オペレータに応じて、
トレンド名称がオンライン

で変更可能です

自動更新（リアルタイム）ON/OFFと
更新周期の指定が可能です
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2-9.画面機能（アナンシェータ画面）

警報発生の有無を一目で確認することができます。（最大32点×64ページ）
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2-10.画面機能（定数設定・タイマ設定画面）
設定値やタイマ値の設定の専用画面です。簡単に定数やタイマを登録できます。
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2-11.画面機能（システム状態表示画面）

ネットワークに接続されている機器の状態（正常/異常）をグラフィカルに表現します。
機器の詳細情報も確認可能 ⇒故障個所の特定が容易なためダウンタイムが短縮できます。

機器ごとの故障の詳細要
因の確認が可能です
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2-12.画面機能（帳票画面）
日報/月報/年報/バッチ報を作成、表示ができます。（Excel2021対応）
Excel形式で作成するため自由なレイアウト設計を実現します。
またExcelの演算機能も使用できるのでフレキシブルに集計できます。
毎日の天気も記録できます。

天候情報は自動的に
帳票に反映されます
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2-13.画面機能（お気に入り）
オペレータのお好みのメニュー画面を作ることができます。
お気に入り登録済みのボタンをクリックすると、そのパネルを表示します。

ワンクリックで好み画面
へ遷移が可能です。

手動設定器トレンドセメント運送監視

ワンクリックで好み画面
へ遷移が可能です
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2-14.画面機能（専用キーボード１タッチキー割り付け自由化）
オペレータステーションごとに専用キーボードの１タッチキーの割り付けを任意に変更することができます。
画面の配置や役割分担に沿って最適なキー割付を実現できます。

【専用キーボード １タッチキー割付け】
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2-15.画面機能（音声ガイダンス）
各オペレーターガイダンスに任意の音声ガイダンスを発報させることができます。
画面から離れていても音声で何が起こったか、次は何をするかを音声でお知らせします。

「手動バルブAを閉じてください」

「タンクが空です」
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３.エンジニアリングのご紹介
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3-1. オブジョクト指向なエンジニアリング
画面部品とコントローラ部品をTAGで連携させることできます。
一つの部品を作成するとTAGを変更するだけで展開が容易にできます。
また、同じ種類の機器を複数画面で使用している場合でも、元の部品の修正だけで改造完了します。

TAG：P101
アクション：

.RUN：赤(点灯)

.STP：緑(点灯)

.ERR：黄(点滅)

.RDY：青(点灯)

TAG：P101.RUN
アクション：赤(点灯)

TAG：P101.STP
アクション：緑(点灯)

TAG：P101.ERR
アクション：黄(点滅)

TAG：P101.RDY
アクション：青(点灯)

PumpFB
xxx.xxx.0

xxx.xxx.1

xxx.xxx.2

RUN

STP

ERR

画
面
部
品

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

TAG構造化

PumpFB
xxx.xxx.0

xxx.xxx.1

xxx.xxx.2

xxx.xxx.3

RUN

STP

ERR

RDY

変更
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3-2. JAVAスクリプトを使った柔軟な画面アクション
色替えやON/OFFだけでなく、汎用的なJAVAスクリプト言語を使って自由な画面アクションを実現できます。
例）TAG同士の計算、画面の自動呼出し、モータの回転
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3-3.クロスリファレンス機能-TAGの参照
画面やコントローラのTAGをお互いに参照・ジャンプすることができます。
TAGの使用先の確認や相互にジャンプして効率的なエンジニアリングを実現します。
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3-4.高効率エンジニアリングツール；HEARTツール
MS Officeを使って仕様書を作成するだけで、コントローラのソフトを自動生成できます。
オペレータ画面から仕様書を開いたり、コントローラの状態を仕様書上でオンラインモニタできます。

[HEART 仕様書]

コントローラソフトを自動生成

画面から仕様書に
ジャンプ

HMI

HEART-ESPERHEART-SELECT ロジック図

フローチャートアナログループ

トランジション

SFC

インターロック

タイムチャート

HEART-BELIEVE

仕様書上で
オンラインモニタ
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